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株主の皆さまへ 

　株主の皆さまには、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

　平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

　第1四半期のご報告をお届けするにあたって、ひとことご挨拶申し上げます。 

　当第1四半期（平成19年4月1日から平成19年6月30日）は、ドライバルク

市況が高水準で推移し、コンテナ船においても好調な荷動きを背景に、下落して

いたアジア／欧州航路の運賃水準も修復の軌道に乗せることができました。 

　このような状況の下、当社グループは経営計画“K”LINE Vision 2008+に基

づき積極的な営業を展開し事業規模の拡大に取り組んだ結果、連結売上高3,091

億円、営業利益323億円、経常利益360億円、純利益258億円と、前年同期に比

べ、それぞれ、569億円、222億円、259億円、161億円の増加となりました。

　第2四半期についても当初予想を上回る見込みであり、また、下期についても、

燃料油価格の更なる高騰、金利の上昇等の懸念材料はありますが、外航海運を取

り巻く事業環境は引き続き好調に推移すると予想しています。 

　配当金につきましては、現時点では、中間配当金及び期末配当金それぞれ1株当

たり11円、年間配当金22円（昨年度に対し4円の増配）とさせていただく予定です。 

　グループ企業の役員・従業員一同、“K”LINE Vision 2008+の推進に一丸と

なって努力を続けて参りますので、株主の皆さまには何卒一層のご支援、ご鞭撻

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 

平成19年8月 

代表取締役　社長執行役員 
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営業の概況  

■業績概況 

　当第1四半期において、経済は国内外とも好調に推移しました。米

国では住宅投資に鈍化が見られたものの、国内消費は全体に堅調で、

欧州各国の経済も好調に推移しました。アジア地域でも、特に欧州向

け輸出が好調であったことに加え、中国や中近東諸国を中心とした国

内消費の伸びと旺盛な設備投資により景気の拡大が続きました。わが

国経済は個人消費、設備投資ともに堅調で、輸出も引き続き好調に推

移しました。 

　海運業を取り巻く環境としては、ドライバルク市況が高水準で推移し、

コンテナ船においても好調な荷動きを背景として、下落していた欧州

航路の運賃水準を修復の軌道に乗せることができました。 

　事業の種類別セグメントの業績概況は次のとおりです。 

■事業別概況 

　アジア発北米向け荷動きは、アパレルなどの貨物が好調で、船腹

需給バランスは安定したレベルで推移しました。当社は昨年半ば以

降、北米東岸向け新サービスを開設するなど輸送力強化を行った結

果、積高は18％の増加となりました。欧州航路の荷動きは、地中海、

東欧向けが引き続き好調を維持したことに加えて、ユーロ高を背景

にドイツ、フランスをはじめとした北欧州諸国向けも二桁の伸びに

転じるなど、欧州航路全体の荷動きは約20％の伸びを示しました。

当社は昨年10月より最大船型となる8000TEU型新造船を投入し

輸送力強化を行い、積高は20％の増加となりました。運航各社に

よる新造大型船の就航や、大型船の北米航路から欧州航路への配船

変更などによる大幅な供給の増加がありましたが、それを超える需

要の増加があり、船腹需給は極めてタイトな状況で推移し、欧州航

路で4月、北米航路で5月にそれぞれ運賃の回復を行うことができ

ました。この結果、コンテナ船部門の業績は所期の見込みを上回り、

前年同期に対し増収増益となりました。 

コンテナ船部門 

業 海 運 
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売上高 

純利益 

通　期　予　想 
（平成19年4月～平成20年3月） 

中 間 期 予 想 
（平成19年4月～9月） 

第 1 四 半 期  
（平成19年4月～6月） 

通　期　予　想 
（平成19年4月～平成20年3月） 

中 間 期 予 想 
（平成19年4月～9月） 

第 1 四 半 期  
（平成19年4月～6月） 

（単位：百万円。単位未満切捨て） 

経常利益 

通　期　予　想 
（平成19年4月～平成20年3月） 

中 間 期 予 想 
（平成19年4月～9月） 

第 1 四 半 期  
（平成19年4月～6月） 

営業利益 

通　期　予　想 
（平成19年4月～平成20年3月） 

中 間 期 予 想 
（平成19年4月～9月） 

第 1 四 半 期  
（平成19年4月～6月） 

（単位：百万円） 
第1四半期 事業の種類別セグメント情報 
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 ドライバルク輸送については、大型船市況は前年同期を

大きく上回る水準で推移しました。中小型船市況も中国

の鋼材輸出量増加などを背景に堅調に推移しました。鉄

鋼原料、電力炭、製紙原料輸送では顧客との長期契約に

より安定的な収益を確保する一方で、一般不定期船では

高騰したスポットマーケットを享受するなど、ドライバ

ルク部門全体では前年同期に対し増収増益となりました。 

　自動車船については、引き続き旺盛な荷動きを背景と

して、需要の伸びが大きい中国・インド・中近東・南ア

フリカを結ぶ新サービスの開始や効率的な配船によって

総輸送台数は11％増となり、業績は順調に推移しました。 

　不定期船部門全体として第1四半期の業績は所期の見

込みを上回り、前年同期に対し増収増益となりました。 

不定期専用船部門 

業 海 運 

　内航・フェリー部門では、国内の需要に支えられ内航

専用船による安定した輸送量を確保し、また、1日4便体

制となった八戸／苫小牧航路でトラック、旅客数とも大

きく輸送量を伸ばすなど、第1四半期の売上高は前年同

期を上回りました。 

 

　以上の結果、海運業部門全体では、増収増益となりま

した。 

内航・フェリー部門 

業 海 運 

　液化天然ガス輸送船については、昨年度竣工した新造

船2隻を含め合計31隻の当社LNG船隊が概ね順調に稼働

し、引き続き安定的な収益を確保することができました。 

　油槽船については、北半球が石油不需要期のため、石

油製品船の市況が一時的に軟化したこと、また、運航費

用や船舶経費が増加したことから、残念ながら所期の目

標を下回る結果となりました。 

　エネルギー資源輸送部門全体では、売上は概ね横這い

となり、利益面では減益となりました。 

業 海 運 

エネルギー資源輸送部門 

・ 港 運 事 業 物 流 

　総合物流部門は荷況が海上・航空ともに堅調に推移し

たこと、及びその他港運事業部門はコンテナ船の規模拡

大にともない取扱貨物が増加したことが相俟って、セグ

メント全体では、増収増益となりました。 
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■年度別部門別新造船竣工及び期末運航船腹（隻）　※（　）内は年度内竣工隻数 

《コンテナ船》 

《バルカー》 

《自動車船》 

《LNG船》 

《油槽船》 

《内航・近海》 

（注）1.LNG船には非連結子会社の特別目的会社保有船舶を含む。 
 2.期末船腹数は、投資隻数と減船・返船分を加減したもの。 
 3.2006年度は実績値、2007、2008年度は2007年3月時点の計画値。 

2006年度期末船腹 

89（6） 

159（22） 

100（8） 

31（2） 

23（4） 

51（5） 

90（3） 

174（10） 

86（4） 

34（3） 

29（3） 

53（2） 

92（6） 

185（13） 

93（5） 

47（13） 

31（2） 

55（2） 

2007年度期末船腹 2008年度期末船腹 

中期経営計画“K”LINE Vision 2008+の進捗状況 

数値目標の進捗状況 

船隊整備計画の進捗状況 

　計画初年度の2006年度において、わが国経済は好調な企業収

益を背景に、安定成長を示しました。海外においても米国やアジ

ア諸国の景気が概ね順調に推移し、欧州各国の経済も力強く推移

しました。こうした好調な世界経済に支えられ、ドライバルク市

況は概ね高水準で推移し、コンテナ船の荷動きも順調な伸びを示

し、自動車船、LNG船、タンカーなども総じて堅調に推移しま

した。 

　この結果売上高は、“K”LINE Vision 2008+初年度計画を大

幅に上回り、初めて1兆円を超えることができました。しかし、

燃料油価格の歴史的高騰及びコンテナ船欧州航路運賃市況下落の

影響を大きく受けて、経常利益、当期純利益は、ともに初年度計

画値には届きませんでした。 

　2007年度は中国を中心に引き続き旺盛な荷動きが予想されま

す。事業規模の拡大と好調な市況により、経常利益、当期純利益

もともに2007年度計画値を上回り、売上高は2008年度の計

画値を前倒しに達成することができる見込みです。営業規模の拡

大とコスト削減を進めることにより2008年度計画値の早期達成

を目指します。 

 

“K”LINE Vision 2008+では2008年度末に500隻、2010

年代半ばに700隻の運航規模を目指しており、船隊整備計画を

予定通り進めています。2006年度は、47隻の新造船が竣工し、

2007年3月末時点で453隻の運航規模となりました。当社の

コアビジネスであり荷動きの継続的拡大が見込まれるコンテナ船

事業部門においては、安定収益体制確立に向け競争力ある船隊整

備に取り組んでいます。昨年10月には当社において最大積載能

力を持ち、環境面にも配慮した8000TEU型コンテナ船が竣工し、

今春にかけて同型船4隻が出揃いました。ドライバルク事業、自

動車船事業、エネルギー資源輸送事業部門等においても合わせて

新造船41隻が船隊に加わり、国内外のお客様との新たな輸送契

約の締結により安定収益の確保に貢献しています。　　 

　現在、造船所の2010年までの船台はほぼ埋まり、2011年

以降に竣工する船を造船所と交渉している段階です。船価が上昇

する中、貨物の確保と採算性を十分考慮の上、新造船発注のタイ

ミングを検討しています。 

特 集 
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主な取り組み 

■2006～2008年度ならびに2010年代半ばにおける主な財務数値目標 

■業績見通し前提 

売 上 高  

経 常 利 益  

当 期 純 利 益  

配 当 性 向  

R O E  

有 利 子 負 債  

自 己 資 本  

自 己 資 本 比 率  

D E R  

船 隊 規 模  

為 替  

燃 料 油 価 格  

￥110/US$ 

＄300/MT

￥117/US$ 

＄319/MT

￥110/US$ 

＄300/MT

￥118/US$ 

＄371/MT

￥110/US$ 

＄300/MT

110/US$ 

＄300/MT

9,700 

750 

530 

 

19％ 

3,200 

2,930 

35％ 

1.09 

－－ 

10,855 

639 

515 

 

17％ 

3,262 

3,445 

38％ 

0.95 

453隻 

10,500 

900 

600 

 

19％ 

3,400 

3,420 

37％ 

0.99 

－－ 

12,300 

1,030 

710 

 

19％ 

3,700 

4,100 

39％ 

0.91 

－－ 

11,000 

1,100 

700 

 

19％ 

3,500 

4,000 

39％ 

0.88 

500隻 

15,000 

1,500 

1,000 

連結30％ 

10％以上 

3,500 

7,500 

50％以上 

0.5以下 

700隻 

（単位:億円） 

06年度計画 06年度実績 07年度計画 07年度予想 08年度計画 10年代半ば 

06年度計画 06年度実績 07年度計画 07年度予想 08年度計画 10年代半ば 

連結20％ 

【ケイライン ロジスティックス㈱のスタート及び物流アド
バイザリー・コミッティ設置】 
　物流事業を安定収益事業の柱の一つとして位置づけ、物流事業

基盤の強化と事業規模の拡大を図っています。その具体策の一つ

として、2006年7月1日、世界各地にネットワークを有し航空

貨物フォワダー業務を担っている川崎航空サービス㈱を核とし、

海上貨物物流サービスを提供している㈱ケイロジスティックスを

統合することにより、ケイライン ロジスティックス㈱を設立し

ました。物流事業においては、今後はグループ内外を問わず、

M&Aや業務提携も視野に入れつつ、ワン・ストップ・サービス

を含む総合物流事業をグローバルに展開できる体制の強化を更に

進めていきます。 

　また、コンテナ船事業、自動車船事業にまたがる製品物流分野

において、より機能的・効率的な事業展開の重要性が増していま

す。当社グループとしての資源、経験、ノウハウを有効に結集し、

お客様のニーズに対応していく体制の強化を目指し、2007年

1月1日、当社グループとして『物流アドバイザリー・コミッティ』

を新たに設置しました。 

 

  

【SALグループとの重量物プラント輸送共同事業】 
　エネルギー開発関連設備やインフラ整備関連の重量物プラント

の荷動きが世界規模で活発であり、今後も堅調な海上輸送が期待

できるとの判断から、重量物プラント輸送事業の復活を検討して

いましたが、2007年4月、ドイ

ツの重量物事業船社であるSAL

グループに資本参加(50％)する

ことにより、再参入を果たしま

した。 

　1838年創立のSALグループは、

重量物輸送に優れた経験と実績を

持ち、競争力のある15隻の船隊を有しており、2008年には大

型新造船4隻も加わる予定です。SALグループと当社との提携は、

様々な面での相互協力、相互補完を通じ、より競争力のある事業

展開が可能であり、当社としても安定収益確保のための新しい柱

の一つとして育てていきます。 

 

【グループ企業行動憲章の制定】 
2006年12月、当社グループは企業理念をもとに、「グループ

企業行動憲章」を策定しました。 

重量物船「LENA」 
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生乳をデイリー配送、 

安心で快適な旅を提供します。 

生乳をデイリー配送、 

安心で快適な旅を提供します。 
ほくれん丸・第二ほくれん丸  釧路　 日立 ほくれん丸・第二ほくれん丸  釧路　 日立 

東京都千代田区霞が関1丁目4番2号 

シルバークィーン 

● シルバークィーン 

● フェリーはちのへ 

● べにりあ 

● べ  が 

ほくれん丸 

旅客フェリー　苫小牧　 八戸 旅客フェリー　苫小牧　 八戸 

■運航スケジュール 

苫小牧発　　八戸着 八戸発　　 苫小牧着 

05：00
09：45
21：15
24：00

13：30
18：00
04：30
09：30

08：45
13：00
17：30
22：15

15：45
22：00
01：30
06：30

1日4隻運航 

翌日 

翌日 

翌日 

翌日 











アンケートシステムに関するお問い合わせ先 

inquiry@kvoice.jp

URL：www.kvoice.jp  
アクセスナンバー：9202cj

アンケート実施期間：9月30日まで 

　当社は、株主の皆さまへの情報開示の充実に努め、経営の状況をより一層ご

理解いただけるようなIR活動を行っていきたいと考えています。つきましては、

ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、下記URLのサイトにアクセスして

いただき、アンケートにご協力いただきますようお願い申し上げます。 

なお、今回のアンケートは株式会社アイ・アール ジャパン（IR活動支援会社）が運営するWebアンケートシステム「kvoice」を利用しています。 

ご回答いただいた株主さまの中から抽選で2,500名様に、 
来年の卓上カレンダーをプレゼントいたします。 

14



○R

〒105-8421　東京都港区西新橋一丁目2番9号 
　　　　　　 （日比谷セントラルビル） 
TEL：03-3595-5061 
URL：http://www.kline.co.jp

本誌は100％再生紙、大豆油インキを使用しています。 
当社は未来の子供たちのために、資源の再利用と
環境保全に取り組んでいます。 

（注）この株主通信に記載されている将来の業績等に関する見通しについては、 

リスクや不確定な要因を含んでおり、実際の業績はさまざまな要因により、 

これらの見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。 

IRメール配信サービスのご案内 
当社では、情報提供をさらに充実させるため「IRメール配信サービス」を開始

しました。プレスリリース、決算発表日のお知らせ、決算概要などを自動的に

電子メールでお届けします。ぜひご利用ください。 

サービスのご登録は　https://www.kline.co.jp/sec/mllist/index.asp


